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第一章 緒 論

結 核 トVitaminCト ノ開 係 二就 テ ハ{1,{2⊃{3}(4)(6)

古 來 屡i論 ぜ ラ レ タ ル所 ナ ル モ、 近 時Vitamin

Cノ 研 究 ハ{6){7)(8⊃(9)(10}(11》(12)顯著 二進 歩 シ、 殊

二(ls)(loc15】(1Pt(m動 物 禮 二於 ケ ルVitaminCノ

位 置 ガ薔 來 ノ考 ヘ ト全 ク異 リ タ ル 感 ア リ。 帥 、

18)(tg)(20)(2t)副腎
、(22)胎 下 垂 禮 等 ニ ア リ テ、 其

VitaminC含 有 量 ハ 從 來 植 物 中 ニ テ モ 比 較 的 多
ノ

量 二VitaminCテ 含 有 スルモ ノ ト謂 ハ レタル

(23)(24)(25)(2の⑳ 「オ レンヂ」汁 ノ約2倍 二相 當 シ、

VitaminCテ ㈹ 含有 セザル 臓器組織 ナ ク、

(2」)C30)(Sl)(32)磯脊 髄液進 ミテ ㈹(3q血 液 中二於 テ ス

ラ其存在 ガ謹明 セ ラレタル今 日、既往 ノ成績 モ

現時 ノ知見 二基 キ重 ネテ論究 セザルベ カラザル

ハ勿論 ナ リ。

襲 二㈹ 西垣、 山上 ハ結核家兎臓器VitaminC

量 テ 検査 シ、各臓 器中掲 リ肺臓 一 於 テ ノ ミ其

VitaminC量 特 別 二」曾量 シ、軍位量 二於 テ正常

値 ノ約3,5倍 二達 セルテ験知 シタル ー・・b、海猿試

験 ニア リテへ 結核肺臓 ノ・VitaminC量 正 常

肺臓 ノソレニ比 シ檜加 セズ却 ツテ著 シク減 少 セ

ルテ認 メタ リo

〈36,家兎 ガVitaminC訣 乏 食 ニテ長期 二亙 リテ

飼養 セラル ・モ壊血病 二罹患 スル事 ナ キニ、海

狸 ハ容 易 二壊血病 二陥 入 リ、家兎 ハ結核 二抵抗

強 キニ、海瞑 ノ弱 キハ衆知 ノ事實 ニ シテbVita-

minC訣 乏 二封 シ抵抗 強 キ モ 〃 ・結核 二抵抗

強 ク、VitaminC訣 乏 二封 シ抵抗弱 キモ ノハ

結 核 二封 シテモ抵抗弱 キガ如 キ感 アリ。

余 ハ結核菌 トVitaminCト ノ關係 ラ直接探 究

セ ント企 テ、⑳結核 菌 テ家 兎眼房 内 昌注入 シ、

結 核性眼炎 ラ起 サ シメ、 其眼房水VitaminC

}1㌃ノ著 シク減少 セル ラ検 シタルモ、之 レニ依 リ

直 チニ結核菌 ガVitaminCテ 清 費 セ リトハ決

スル テ得 ズ。更 二岡西垣、岡 田 ト共 二肺結核患

者 ノ購脊髄液VitaminC量 テ測定 シ、喉頭結

核、結核性磯膜炎及腸結核 テ併登 セルモ ノーア

リテ謄脊騰液VitaminC量 ガ著 シク減 少 セル

ラ見 タル モ、合併症 ナキモ ノ」ア リテハ、殊 二

重症者 テ除 キ蹄 一 スル ノ成績 二達 セズ、其 間食

餌的影響 ノ考慮 スベ キラ認 メタ リ。

最近(s9)L.DeCaroハ 海 獲 二AscorbinShure

ラ静脈 内 一 注射 シ、 其組織 ノAscorbinsiure

畦 テ時間的 二測 定 シ、組織 二於 ケルVitaminC

量 ノ壇 加 ラ以 テ組織 ガVitaminCテ 固 定 セ シ

モ ノト唱へVitaminC訣 乏 飼養 海瞑 ハ正常 海

猿 二比 シ、 附加 セ シVitaminCテ 固 定 スル能

力弱 ク、從 ツテ其 固定 二時間 テ要 シ、且一度高

マ レル臓器 ノVitaminC量 ハ正常値 二騙復 ス

ルニ長時間 テ要 スル テ報 告セ リ。殊 二氏 ハ海瞑

テVitaminC鋏 乏 食 ニテ僅 カニ4日 間飼育 シ

タル ノミニ シテ、肝臓 、卵集 、副腎等 ニア リテ

既 二其VitaminC固 定能 力 ノ減少認 メラ レ、

其Avitaminose-Cノ 進 ムニ從 ヒ、其度 ノ更 二

檜強 セラル ・テ主張 セル テ以 テ、本 法ハ動物艦

ノVitaminC訣 乏状 態 テ窺 フテ好適 ナルー尺

度 タルテ思 ヒ、余 ハ結核 海猿 二就 テ臓 器 ノVi-

taminC固 定 能力 ラ検 シタル=、 以下述 ブルガ

如 キ成績 ラ得 タ リ。
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第二章 實験方法

臓器VitaminC定 量法 ・・(sc)Indopheno1法 二

依 リ、除蛋 白ニハTrichloressigs5ure?用 ヒ

ズ、催1)㈹毎 時新 二調整 セ シ、5%MetaphorsiSure

テ用 ピタ リ。 尚滴定 二用 ヒタル2,6-Dichlor-

phenolindophenol液 ハ 所 要時其値 テ結晶性

VitaminC子 以 テ定 メタ リ。 所要VitaminC

ハ,,Ascorbins邑ure"Chinoinナ リ。

實験動物 トシテハ海瞑 ラ選 ピ、且.本實験 ノ途行

二當 リ投與 セ シ食飼7VitaminC量 ガ本成績

二著 シキ影響 アル テ慮 リ、常 二食飼 テー定 ナ ラ

シメ ン ト思 ヒ、海瞑1頭 宛毎 日「オカラT80瓦 、

水茱(青 葉)10瓦(VitaminC含 有 量約3.7瓦)

ヲ以 テ飼養 セ リ。

感染 二用 ヒタル 結核菌 ハ、上池菌株 テ 「グ リセ

リ ン」馬鈴砦培養基 二3週 間培養 セ シモ ノニ シ

テ、 本菌 テ秤景 シ、滅菌 生理的食勲水 二浮游 セ

シメ、該液1耗 中二1/1。選 ノ結核 菌 テ含有 セル

様調 整""'5本 菌 浮游液0.1琵 ラ350瓦 前 後 ノ健

常 海瞑左 下腹部皮下 二注射 シ、注射後5週 間乃

至7週 間 ラ経過 セ シ海狽 テ實験 二供 セ リ.

試 験 時1扇 冥ハ、實験盛 二四肢及頭部 テ緊縛 固定

シ、頸 静脈 子露 出 セ シメ、豫 メ秤 量 シ置 キタル

25匙 ノ結晶性VitaminCテ1・5蝿 ノ滅菌 生理

的 食魎水 二溶 解、頸 静脈 二注射 シ、一定時間後

股動脈 ラ切断 、出血致死 セ シメ、其各臓器 テ可

及的速 二秤 量 シ、其VitaminC含 有 量 テ測定

セ リ^

第三章 實 験

第 一 節 正 常 海 瞑 臓 器VitaminC

固 定 能 カ ニ就 テ

(-1正 常 海瞑臓 器VitaminC量

一 定飼料 ニテ5週 間乃至7週 間飼養 シタル海瞑

二就 テ其臓器VitaminC量 テ測定 セ リ。海狽

臓器VitaminC量 ハ余 ノ嘗 テ西垣 氏 卜共 二測

定 シタル時ハ其値甚 シク動揺 シ、一定値 テ得 ル

事困難 ナ リシガ、 飼料 テー定 トセル今 日ニ アリ

第1表

テハ比較的其動揺 ノ僅少 ナル テ知 リ得 タリ。

其臓器VitaminC量 ハ 副腎最 モ 高 ク、4{均

1.526mg/9テ 示 シ、 次 デ脾 臓 ノZF均 値0.337

mg/9、 肝 臓 ノZF均 値0.185mg/9、 磯 髄 ノ李均

値0・142mg/gト ナ リ、 肺臓 ハ 卒均値0.123

mg/9テ 得 、最後 二六臓 器中腎臓最 モ低 ク李均

0.098mg/gナ ル値 テ得 タ リ。

正 常 海猿 臓 器VitaminC量(mg19)

N司 糠 翫(9)iGehirn∴Lunge・}kbeらMi1ろ INiere・{Ne馳 面e・e

1 310FO.1600.1400.2050.2490.094 0,472

2 3000.1530.080{0.2030:2700.109
一 一

0,420

313600.14一 〇.1260.1630.4410.092 0,568

4139・ … 娼 …511…751・ ・娼51・ ・… 0,620

5i35・ …35・ ・12・ 「0・18…29・i…95 0,550

;0.1480.1230.1850.3370.098 0,526

(二)結 晶性VitaminC25延 頸 静脈 注射

2分 後 二於 ケル各臓器VitaminC量

頸 静脈 二VitaminC溶 液 テ注射 シ終 リテ ヨリ

2分 後 二於 テ股動 脈 テ切断失血 セ シメ解剖 シ・

各臓器VitaminC量 ラ測定 セ リ。

其臓 器VitaminC量 ノ李均値 テ見 ルニ、副腎

1・463mg/9-・=・ シテ正常値 ヨリモ0.937mg/9増

加 シ、脾臓之 レニ次 ギ0・600mg/gノ 高 値 テ示

シ正 常値 二比 シ0.263mg/9増 量 セル テ認 メ、

第三位 ノ腎臓0.521mg/9ハ 正 常値 ヨリ増量 ス
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ル事0.423mg/9ニ シ テ各臓器 中其墳避副腎 ニ ニ封 シ、O.372mg/9,0.364mg!9及0.291mg/9

次 ギ大 ナ リ。腎臓 二次 ギ肺臓0.495mg/g、 肝臓 ノ上昇 ラ認 メタリ。

o.449mg/9及 畷 髄0.439mg/9-一 一シテ各正常値

第2表 正常海狽臓濃VitaminC量(mg19)(VitaminC25mg頸 静脹注射後2分)

N監1糠c瓶 ω lGehim, Lunge一 玩ber・ Milz, Nie"e,INebenniere
1 360 0,385 0,465 0,357 0,544 0,546 1,475

2 330

一}
0,446 0,440 0,389 0,525

}一一 一 一,-

0,581

0,458 1,172

3 38010,365 0,495

一 一 一一

〇,410 0,473 1,428

4

一
35010,540 0,571 0,566

}}一}-

0,705 0,599 1,640
一

5 360

一 一 〇一一

〇,462 0,504 0,522

,一 一

〇,645 0,530 1,600

0,439 0,495 0,449 0,600 0,521 1,463

(三)結 晶性VitaminC25殖 頸 静脈ill射

15分 後 二於 ケル各臓 器VitaminC量

頸 静脈 二VitaminC溶 液 テ注射 シ、15分 後 二

於 テ 股動脈 テ切断失血 セ シメ解剖 シ、 各臓 器

VitaminC量 テ測定 セ リ。

其臓器VitaminC量 ノ李均値 テ正常海狸 ノ夫

レノZF均 値 ト比較 スル ニ、副腎、0.173mg∠g一

第3表

シ テ1.247mg/9高 クs脾 臓0.796mg/9ニ シ テ

0.459mg/g増 加 シ、 腎 巌 、0.763mg/gテ 示 シ

0.665mg/9檜 景 シ、 肝 臓0.491mg∠9及 腸 髄

0.401mg/9ハ 各 々0.306mg/9及0.253mg/9

檜 量 セ リ。 最 低 値 ハ 肺 臓0.378mg/g一 シテ

0.255mg/9ノ 檜 量 テ示 セ リ。

正 常 海 猿 臓 器VitaminC量(mg19)(YitaminC25mg頸 静 脹 注 射 後15分 ノ

■

Nr.
K6rper・

gewicht,(9)
Gehim■ILunge, Le厩lMilz-Niere・ Nebenniere

1 380 0,400 0,416 0,375 0,525 0,546 1,600

2 330 0,275 0,340 0,368 1,050 0,700 1,500

3 350 0,444 0,342 0,599 0,830 0,830 1,903

4 370 0,435 0,386 0,599 0,840 0,857 1,960

5 350 0,452 0,406 0,517 0,735 0,880 1,900

0,401 0,378 0,491 0,796 0,763 1,773

(四)結 晶性VitaminC,25雇 頸 静脈注射

30分 後 二於 ケル各臓器VitaminC量

上 記VitaminCテ 注射 シ、30分 後 二屠殺 シ、

其 各臓器VitaminC量 テ測定 シ、各李均値 二

就 キ正常海瞑 ノ夫 レ ト比較 スル=、 副腎、O.740

mg/9一 シテ僅 カー0.214mg/9テ 檜 量 セル ノ

第4表

ミニテ、著 シク正常海猿李均値 二接近 スル テ認

メタ リ。脾臓、0.499mg/9ハ0.162mg!9高 ク

注射15分 後 李均値 ヨ リモ 相當著明 二 減少 セル

テ験知 セ リ。腎臓 ハ0.278mg/9一 シテ爾0.180

mg/gノ 檜 量 テ示 シ、肝臓、0.282mg/g及 肺 臓

0・199mg/9ハ 共 二〇.097mg/9及0.076mg/9

正 常海 猿 臓 器VitaminC量(mg19)(VitaminC25mg頸 静 脈 注 射 後30分)

Nr.
糠,瓶(9)IGehim・Lung¢lhbe-Mi1ろ

Niere-Ne馳nniere

1 50010・241tO・21610・241 0・51110・28310・802

2 370!0.1530.1620,281
1

ド
0・600

10・237iO・640

3 35・ 一 ・・倒 …64・ ・25…43・1・ ・272巨 ・636

4 36・1…92…861・ ・24…515i・ ・255 0,780

5 3600・233iO・270iO・ 姻
、0・44010・345

0,832

10.19710。1990.2820.4990.27810.740
1
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ノ高 値 テ示 スモ、 脳髄、0.197mg/9ハ 殆 ンド

正常値 二接 スル迄 二恢 復 セル テ認 メ タリ、

以上 ノ實験 二基 キ ー般 二 名臓雅 ノVitaminC

量 ハ急激 二減少 シ、正常値 二降 ル傾向 アルテ認

メタルニ、腎臓 ノ ミハ尚高値 テ保 持 セルヲ見 タ

リ。

(五》結晶性VitaminC,25駈 頸 静脈lt射

1時 間後 二於 ケル各臓器VitaminC量

各 臓器VitaminC量 テ観 ル ニ下均値 二於 テ、

副腎、`0.558mg/9一 シテ 殆;'ド 正 常値 二復 ス

第5表

ル ラ認 メb脾 臓、0.399mg/gニ シテ 止常値 卜

比較 シ大差 ナ ヤ迄 二減 少 セ リ。肝臓0・254mg/9

及 肺 臓0.175mg/9ハ 共 ∴正常値 ヨリモ0.069

mg/9及0.052mg/9高 ク尚相鴬 ノ高値 ニ アル

テ認 メ シガ、購髄bO.155mg/9ハ 全 ク正常値

二復 セルテ知 レリ.腎 臓,0.117mg/9モIE常 値

ヨリ僅 カニ高 キニ過 ギズ。

要之、肝臓及肺臓 ハ未 グ正 常値 ヨリモ粕 ヒ高 キ

値 テ保持 スルモ、副腎、腎臓 及脾臓 ハ殆 ンド正

常値 二蹄復 セル テ認 メタリ.

正 常 海 倶 臓 器VitaminC量(mglg)(VitaminC25mg頸 静 脈 注射 後1時 間)

N■ 鷺 器 転(9)IGehi叫 陣ng司 玩be…M1馴Nier司Nebenniereト

14500.1690,112
1

0・24110・350 0,085 0,453

2 3700.1200,216 0.244!0,488
F

0,117 0,412

3 3200.1510,170 0.28010,366
i

0,183
_二

0,676

4 360 0.15510,183 0・24510・410 0,098 0,640

5 380 0.180τ0.195 0.2600,382 0,104 0,608

! 0.1550,175 。.2劃 。.399 。.rl。.558

第 二節 結 核海猿 臓 器VitaminC

固定 能 カ ニ就 テ

(一)結核海狸臓器VitaminC量

結核菌腹部皮下接種後一定飼料ニテ5週 間乃至

7週 間飼養 セシ海猿 二就 テ、其臓器VitaminC

量テ測定セリ。

各海狽 ラ解剖 シ、其結核病壁 テ肉眼的二検査 ス

ルニ、菌接種部位二於 テハ乾酪髪性竈 テ謹 スル

モノ多 ク、接種部位淋巴腺、拉 二遠隔淋巴腺何

レモ小豆大乃至碗豆大 二腫脹 セリ。肺臓 ハ麻實

大乃至帽針頭大 ノ結節各葉 二亙 リテ散在セルモ

ノ多 ク、脾臓 ハ腫脹著 シク.全 面 二亙 リテ大小

各葉 ノ結節密登隆起 シ、甚 シキハ融合 シ大 ナル

乾酪愛性竈 テ形成 スルニ至 ル モノア リ.肝 臓 ハ

何 レモ嬰粟大乃 至粟粒大 ノ結節少敷 テ散登 セル

モ ノ多 キモ、時 二多数 ノ結節糠朕 二全面 二多嚢

セ ルモ ノアリ。腎臓、副腎 及驕髄 ハ結節 ノ存在

テ認 メザ リキ。

其臓器VitaminC量 ハ李均値 二就 テ之 レテ見

ルニs副 腎、O.421mg/9脾 臓0.118mg/9、 磯

髄、0.099mg/9、 肝 臓0.074mg/9,肺 臓0.066

mg/g及 腎臓0.058mg/gテ 示 セ リ.

一 般 二各臓器 トモ、正常海狸 ノソレヨリモ著 シ

キVitaminC量 ノ減 少 テ招來 セルテ認 メ得 ベ

ク、特 二結核病攣著 明 ナル脾臓 、肝臓 及肺臓 一

於 テ、其減少著 シキテ認 メ得 タリ。

第6表 結核海猿臓器VitaminC量(mg19)

NLI糠c乱(9)1磁him■Lung馬 Leber,iMilz-Nie・e■Nebennie・e

11350 0,085 0・067!0・085-・13010・ ㏄310・413

21360
[

0,086 … 到 …59…521鯉6-}・ ・425

i3 300 0,115 0,072 0,064 0・152;0・07010・350

4

5
一

300 0,110 0,054 0,061 0・03710・0倒iO・ 必5

400 0,103 0,092 0,102 0・119{0●06910・450

0,099 0,066 0.0740.1180.058;0.421
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(二)結 晶性VitaminC,25姪 頸 静脈淀射

2分 後 二於 ケル各臓器VitaminC蹴

各臓 器vitaminC量2F均 値 ハ、 副腎0.474・

mg/9、 最 高 ニ シテ、 結櫛1瀬 ノソ レニ 比 シ大

差 ナ ク、次 ギー一高値 テ示 セル脾臓0.263mg/9

・-1テ 、 結核海狽 ノ ソ レニ比 シ、0.145mg/9

増 景 シ、第 こ位腎臓 ハ0.244mg/9=.シ テ結核

第7表

海猿 ノソレ昌封 シO`186mg/9ノ 高 値=達 セ リ。

腎臓4・ち次 ギ 肝臓 、0.213mg/9及 謄 髄0.200

mg/9ノ 順 ナルガ、共 昌結核 梅猿 ノ夫 レa封 比

シ.0.139mg/9及0.101mg/9上 昇 セルラ認 ノ

クリ。 六臓 器巾最低値 ラ示 セルハ 肺臓、0.194

mg/9=.シ テ、結 核1勘 冥Zl{均値 ヨ リ0.128mg/g

増 加 セル ラ知 レリ。

結 核海 狽 臓 器VitaminC量(mg/9)(VitaminC25mg頸 艀 脹 荘 射 後2分)

N司
g鵬 翫(9)}Gehirn・

13400.170

2

:Lunge,

十 〇,187
　

0.2650.295

くL
eber・lMi!z・

iO.220`,.195

380

一"d-一一一rl一 一葡 じ

3

41
5

390

41q

360'N-'

0.1500.162L
____

0.2180.163

0。156

0.200

O。331

Niere,

0。270t

O,273

0.160

0.185 0.173 0.180

; 、0.200,0.194

(三)結 晶性VitaminC,25涯 頸 静脈 注射

15分 後 二於 ケル各臓器VitaminC量

各臓 器VitaminC量ZF均 値 テ結核 海狽臓 器 ノ

夫 レニ比較 スル・一次 ノ如 キ結果 テ得 タ リ。

帥、副 腎ハ0.517mg/9ニ シテ僅 カー上昇 セル

ラ認 メ、腎臓0.401・mg/9ハ0.343mg/9ノ 上

昇 テ來 シ、 六臓器 中第二位 二達 セルガ、尚正 常

海瞑 二於 ケル腎臓 ノ0.762mg/9一 ヒ昇 セル モ

第8表

0.213

●0
.327

0.300

0.263

0.268

iii罫

Nebe㎜iere

0,460

0,429

0,400
一

〇,600
-

0,480

0,474 1ド

ノニ比 スル時、大 差 アルラ認 メ得 ペ シ。第 三位

脾臓0.267mg/9、 第 四位肝臓0.266mg/9モ 共

二相當量 ノ上昇 テ示 セルモ、正常梅瞑 ノ上昇二

比 ス レバ 爾其牛 ニモ 及 パ ザルテ知 レ リ。 肺臓

0.239mg/9及 磯 髄0.223mg/9共 二 〇.153mg/9

及0.124mg/9上 昇 セルモ、 正常海瞑 ノ上昇 セ

ル値 ト比較 スルニ、 上昇度 ・弱 キラ 認 メ得 タ

リ。

結 核海 痕 臓 器VitaminC量(mg19)(VitaminC25mg頸 静 脹 注 射 後15分)

N司9忠 徽(
9)IGehirn・

13600.242

2

一3

一
4

=
り

3200.225

3900.197

3600.226

3100,224

Lunge,

0.170

0.241・
一_1

0.281

0.287

0.216

Leber,Milz,

0.2070。180

0.3590,286

0.3100.350

0.2030.260

0.2520.262

0.223 0.239

(四)結 晶性VitaminC,25冠 頸 静脈注射

30分 後 二於 ケル各臓 器VitaminC量

各臓 器VitaminC量 テ測定 シ、其卒均値 テ結

核海瞑臓器 ノ夫 レニ比 スル ニ次 ノ如 キ成績 テ得

タリ。

副腎0.887tng/9一 シテ0.466mg/9高 久 腎

臓0.593mg/9ニ シテ0.535mg/9高 久 脾臓

0.266 0.267

Niere,

0.384

0.468

0.325

0.512

0.315

0.401

[

Nebennie憩e

0,633

0,355

0,524

0,568

0,505 1
0,517

0・496mg/9一 シ テ0.378mg/9檜 シ、 肺 臓

0・408mg/9一 シ テ0.342mg/9j曾 加 一1、 肝 臓

0・404mg/mニ シ テ0.330mg/9」 曾 量 一1、 磯 髄

0・319m9/9一 シテ0・220mg/gノ 上 昇 テ示 セ

リ・ 即 チ、 各 臓 器 トモ著 シキ 上 昇 テ認 メ 得 タ

リ。
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第9表 結 核海 猿 臓 器VitaminC肚(mg!9)(VitaminC25mg頸 鰍 風1{射 後30分)

Nr.
Kδ 叩er・

gewicLt,(9)
Gehim, Lunge, Leber, Milz, Niere, Nebemiere

1 350 0,419 0,405 0,424 0,456 0,686 0,908

2 350 0,229 0,431 0,403

一 一_

0,629 0,618 0,841

3
一

400 0,285 0,381 0,319
脚

0,393 0,387 0,968

4

一

340 0,322

}

0,449 0,399

鴫9

0,600 0,631 0,765

5 400 0,343 0,374 0,476 0,405

軸

0,641 0,952

「

0,319 0,408

1

0.404」0,496 0,593 0,887
1

(五)結 晶性VitaminC,25涯 頸 静脈 注射

1時 間後 二於 ケル各臓器VitaminC:1::

各 臓 器VitaminC量 テ測定 シ、其ZF均 値 テ結

核海狽臓器 ノ夫 レニ比 スル ニ次 ノ如 キ成績 テ得

タリ。

副腎1.365mg/g一 シテ0.944mg"g高 久 肺

第10表

臓0.630mg/9ニ シ テ0、594mg/9高 値 テ示 シ、

脾 臓0.529mg/9一 シ テ0.411mg/9塘 シ、 肝

臓0.426mg/9・ ・=.シテ0.352mg/9#曾 加 シ、 腎

臓 ノ0.304mg/9ハ0.246mg/9」 曾 量 テ 認 メ、

磯 髄0.256mg/9員 シ テ0.157mg/9ノ 上 昇 テ

示 セ リ.

結 核 海 狭 臓 器VitaminC量(mg19)(VitaminC25mg頸 艀 脹 注射 後1時 間)
l

Nr.
K6rpρr・

gewicht,(9)

l
Gehim・}Lunge・ Leber, Milz, Niere, Nebenniere

1 350 0,232 0,525 0,305 0,493 0,300 0,985

2 350 0,302 0,547 0.442・ 0,380 0,280 1,450

3 450 0,256 0,539 0,410 0,744 0,241 1,595

4 300 0,195 0,510 0,347 0,557 0,204 1,355

5 400 0,296 0,521 0,627 0,460 0,495 1,440

0.25610,530 0,426 0,527 0,304 1,365

(六)結 晶性VitaminC,25涯 頸 静脈 注射

2時 間後 二於 ケル臓器VitaminC}ll:

各 臓 器VitaminC量 テ測定 シ、其李均値 ラ結

核海瞑臓器 ノ夫 レニ比 スルニ次 ノ如 キ成績 子得

タ リ。

副腎 ハ0.491mg/g一 シテ殆 ン ド大 差 ナ 三・。脾

臓0.484mg/9及 肝 臓0.279mg/9・ 一シテ共 二

0.366mg/9及0.205mg/9ノ 上 昇 テ 示 スモ、

れi射1時 間後 二於 ケル成績 二比 ス レバ相當下降

セルテ認 メ得 ベ シ。腎臓 ハ0.245mg/9ニ シテ

0.187mg/g高 ク、 購髄0.190mg/g及 肺 臓

0.135mg,'9一 シ テ共 二 〇.091mg/9及0.069

mg/9ノ 壇 加 テ示 シ、爾全 キII女復 テ示 サザルナ

験知 セ リ。

第11表 結 核 海 瞑 臓 器VitaminC量(mg!9)(VitaminC25mg頸 静 脈 注 射後2時 間)

NLI糠 ㌦(9ノ …Gehirn・ Lunge,

1370

2 370

3 320

4

5

380

350

0.170

0.131

0.207

0.252

0.190

0.157

0.081

0.110

0.i61

0.165

0.190 0.135

Leber, Milz, Niere,

0.316 0。450

0.220

0.230

0.380

0.250

0.414

0.550

0.500

0.508

0.279 0.484

0.297

0.240

0.321

0.170

0.195

0.245

lNebennie・e

O.530

0.438

0.465

0.470

0。550

0.491
J
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第四章 観 察

正常海演、結核 海演 ノ臓 器VitaminC固 定 能

力 ラ各臓 器 二分 チテ観察 ス レバ次 ノ如 シ。

1・ 副腎、正常 海瞑 ・=於テハ0.562mg/9、 結 核

海 猿 ニ アリテハ0.421mg/9昌 シテb其 差i顯著

ナ ラザ レ ドモVitaminC25通 テ!頭岬脈 ∴ll三射

シ時 間的 二其VitaminC含 有 堆 テ測定 セルニ、

2分 後 二於 テ既 ∴著明 ナ ル差 テ示 ステ見 タ リ。

即正常海演 二於 テハ急激 ナル上昇 テ招來 シ、其

値1.463mg/gラ 示 セ リ。然 ル∴結核海猿 ノk

レニ アリテハ慶 化殆 ン ド無 ク、其値0.474mg/9

ニ シテ僅 カー0 .068mg/9・ ノ上昇 テ來 セル ノE

ナ リ。15分 後 二於 ケル状 態 ノ観察 モb注 射2分

後 二 於 ケルモ ノ ト殆 ンド同様 ナ リ。然 ルニ30

分 後 二於 テハ正常海猿 ニテハ急激 ナル下降 テ來

シ、其値0・740mg/9ト ナ ルニ、之 レニ反 ㍉ 結

核海演 ニ アリテハ漸次 上昇 ラ來 シ、0.887mg/9

ラ示 セ リ。1時 間後 二於 テハ、正常海猿 ハ殆 ン

ド注射前 ノ値 二復蹄 セル ニ、結核湖 冥ハ1 .365

mg/gノ 高 値 ヲ示 セ リ。結核海5#・一テハ2時 間

後 一 始 メテ著 明 ナル 下降 ラ 招來 セルラ認 メタ

第12表 副 腎(mg!9)

9`

時 間
一

正 常i結 核

0, 0,526 0,421

2, 1,463 0,474

15, 1,773 0,517
130,

0,740 0,887

60, 0,558 1,365
1

第1圖 副 腎
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ノノ 、

一一.一 ● 正奮 塩 双
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酷菰迄誤

彦
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4

刀
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、

、

ン
/

/

[

π が 刃9〃 一}

リ。

2.腎 臓、1配常海疾 ∴於 テハ正常副腎 卜同様 ナ

ル紐 過 テ取 レル テ見 タ リ。結核 海獲 島ア リテハ

30分 後 ・一最高 一一達 シ,漸 次 下降 シ.2時 間後

二於 テ著 明 ナル下降 テ見 ルモ爾淀射前 ノ値 二飾

復 スル'ドナキラ駿 知 セ リ。

第13表 腎 臓(mgl9)

時 間!正 常 紹 核

lo' 一 吻一_

21

151

一 一 一 一

〇,098

曹}一

〇,058
一

〇,521

一 一 の一 一 一『 　

0,244
皿 一 一 轟

0,763 0,401
一一}}

30!
㎝ 一

60ノ

0,278

一 一 、一一 　

0,593
　 ,一 一 　

0,117 0,304

第2圖 腎N

pz∠7。 瀞' ♂

3.脾 臓 、 正常海狽 二於 テハ0.337mg/g、 結 核

海5冥ニ アリテハ0.118mg/g/VitaminC含

有 量 テ示㌧、甚顯著 ナル差 テ有 スル ガ、 之 レ恐

ラクハ結核海瞑脾臓 ノ甚 シク腫脹 セル事 二何等

カノ關係 テ有 スルモ ノナ ラ ン。

其VitaminC固 定能 力 テ検査 スルニ、正常海

狽 二於 テハ、注射 直後 ノ急激 ナル壇加 、注射後

30分 頃 ヨリノ急激 ナ ル減 少及 注射後1時 間 ニ シ

テ殆 ンド常態 二復 スルガ如 キ、前 二者 ト殆 ン ド

同様 ナル経過 テ取 ル ラ見 タル ニ、結核 海瞑 ニア

リテへ 注射30分 後 ヨリ漸次上昇 シ
、注射1

時 間後 二最高値 テ示 シ、爾後僅 カニ減少 テ來 ス

モ・ 注射2時 間後 二於 テモ尚
、著 明 ナル高値 ラ

示 セリ。
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第14表 脾 臓(mg/9)

時 間
一 一

〇;}

正 常

1-}-0;33γr
結 核

一 鳶 　一}一 一

〇,118

2, 0,600 0,263

15, 0,796 0,267

30ノ 0,499

一,冒 一

〇,496

60ノ 0,399 0,527

第3圖 脾 臓
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4・ 肝臓 、正常海狽 二於 ケル固定能 力 ノ時間的

曼化 ハ副腎、腎臓、及脾臓 ト大盟 二於 テ大 差 ナ

キ状態 テ示 セル モ、VitaminC荘 射1時 間後

三ア リテ尚相當高値 テ示 セ リ。結核海狽 ニ アリ

テハVitaminC注 射30分 後 ヨ リ漸次 」=昇 シ、

其値0.404mg/9テ 示 シ、 注射1時 間後 二於 テ

ハ最高値0・426mg!9テ 示 セ リ。淀射1時 間後

第15表 肝 臓(mg/9)

時 間 正 常{結 核

0ノ 0,185 0,074
一 一 一一 　}

2, 0,449 0,213

15ノ 0,491 0,266

30/

60ノ

0,282 0,404

0,254 0,426
i

ヨリ漸次 下降 シ、注射2時 間後 二於 テハ正常 海

猿 二於 ケ,レVitaminClt射1時 間後 ノ成績 ト

同値 ラ示 セ リ。即、肝臓 二於 テハ正常梅猿、結

核海狽共 二下降緩慢 ナル ラ験知 セ リ。

5・ 肺臓Il{常 海猿 一ア リテハ前述諸臓器 ト異

リVitaminCil三 射 直後 二於 テ既 二甚 シキ高値

テ示 セ'レモ、其固定能 カー時的 ナル ニヨ リテ カ

爾後漸次下降 テ來 シ、注射30分 後 二於 テ0・199

mg/gト ナ リ、ili射前 ノ値 卜殆 ンド異 ル事 ナ ク、

注射1時 間後 二於 テハ注射前 ノ値 ト殆 ン ド同値

テ示 セ リ。然 ルニ結核海狽 二於 テハ注射後漸次

緩慢 ナル1:昇 テ來 シ、注射1時 間後 ニ シテ最高

値 二達 シ、後漸次 下降 シ、2時 間後 ニテハ殆 ン

ド油射前 ノ値 二接近 セル テ認 メタ リ。

第16表 肺 臓(mg/9)

第4圖 肝 臓

多
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r
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一

時 剛 正 常1結 核

0! 0,123 0.06,

2, 0,495 0,194
一一

15, 0,378 0,239

30, 0,199 0,408

60, 0,175 0,530
1
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6.磯 髄、正常海瞑 ニア リテハ、注射2分 後 一

シテ其VitaminC合 量0・439mg/gテ 示 シ、

最高値 トナ リ、爾後漸次 下降 シ、注射30分 後

ニ シテ0・197mg/gチ 示 シ、 注射前 ト殆 ン ド墜

化ナキ程 度 トナ リ、注射1時 間後 ニ シテ正常値

二蹄復 セ リ。然 ルニ結核 海狸 二於 テハ、注射30

分 後 一kシテ0.319mg/9ト ナ リ最高値 ラ示 シ、

後漸次緩慢 ナル下降 テ來 シ、注射2時 間後 ニ シ

テ殆 ン ド正常値 二蹄復 セルテ見 タ リ。
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第17表 脳 髄(.mg!9)

時 間 正 常 縞 核

《y 0,148 0,099
　

2,

7}-

0,439
一曽}

0,200
}一 甲一 『 一一 一-

0,223
～ 一曹一,

0,319

15ノ 0,401
,-

30ノ

}

0,197
『

60, 0,155

,一 一 曽

0,256

第五章 綿 括

正常海猿 二 於 テハ 各臓 器共結晶性VitaminC

注 射 後、其VitaminC含 有 景 急激=.上 昇 シ、

注射後2分 乃至15分 ニ シ テ最高値 トナ リ、 既

一15分 テ経過 スルニ及 ピテ急激 二 下降 シ
、30

分 乃至1時 間 ニ シテ殆 ン ド正常値 二蹄復 スルラ

見 タリ、

然 ルニ結核 海狸 ニア リテハ各臓器共結晶性Vi。

taminC注 射 後其VitaminC含 有 景漸次 上昇

ラ來 シ、 注射後30分 乃至1時 間 ニシテ漸 ク最

高値 ラ示 シ、爾後漸次下降 スル ノ傾 向 テ示 スモ

注射2時 間後 二於 テモ尚注射前 ノ値 二比 スルニ

可成高値 二畢停 ルテ 観 ル。 即、結核海狸臓器 ノ

VitaminC固 定 能力ハ 正常淘狽 ノソ レー 比 ス

ルー一一.、著 シク異 リ、添加 セルVitaminCラ 各

臓 器 二固定 スルニ、 ヨ リ以上 ノ時間 テ要 シ、且

一度固定 セラ レタルVitaminCハ 臓 器 ヨリ1宵

失 スル事 困難 ニシテ正常値 二蹄復 スルニ著 シク

長時間 テ要 スルテ見 タ リ。

余 ハ本實験 ノ途 行 二當 リ、殊 二投與 セル食餌 ノ

VitaminC量 ガ本成績 二 影響 テ及 ボス事 アル

テ慮 リ、封照正常海狽 卜結核海狸 トテ同一飼料

テ以 テ飼育 シ、食餌的影響 ラ蒙 ラザル様 充分 ノ

考慮 テ彿 ヒ、正常動物 二比 シ、結核動物 ノ各臓

器 ガVitaminC固 定 能力 テ異 ニ スル テ確謹 セ

リ。

余 ノ行 ヒタル結核海狼 臓器VitaminC固 定 能

力検査成績 テL.De.CaroガAvitaminose-C

時 二於 ケル海猿臓器 テ以 テセル成績 ト比較考察

スルニ、其 間互 二極 メテ相接 スルモ ノアリ。即

第6口 脚 髄
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L.De.Caroハ 副 腎、卯集 、腎臓 、肝臓 等 二於

テIE常 海猿及VitaminC訣 乏 食飼養 梅猿 ノ

VitaminC固 定能 力 ラ検 査 シタルニ、 正常海

狽 ニ テハVitaminC注 射 直後乃 至注射15分

後 二於 テ最高 テ示 シ、30分 乃至1時 間後 二於 テ

正常値 二蹄復 セ リ。然 ル ーVitaminC鋏 乏 食

飼養海狽 二於 ケル試験 ニテハVitaminC固 定

能カー般 二減少 シ.Avitaminoseノ 長 サ ニ比例

シテ其度 ノ檜強 セ ラル ・ラ見 タ リ。爾Vitamin

C鋏 乏 食15日 間 飼養海猿 二於 テハ、Vitamin

C注 射 後15分 ノ モ ノニ比 シ、VitaminC注 射

後1時 間 ノモ ノ、高値 テ示 セル カ或 ハ低 クトモ

正常海瞑 ノソレニ 比 シ其減 少 ノ度少 キラ知 レ

リ。 即、VitaminC訣 乏 食飼養 海獲 ノ固定能

力 ハ減 少 シ、 且一度 固定 サ レタルモ ノハ臓器 ヨ

リ離 ル ・事 困難 ナルテ提唱 セ リ。

依之、之 テ考 フル 温、余 ノ得 タル成 績 モ亦結核

海猿 ガVitaminC訣 乏 歌態 ニアルテ物 語 ルモ
　

ノナルベ 久 一定量 ノVitaminCテ 含 有 スル

飼料 テ以 テ飼養 セル ニ爾本状態 テ惹起 スル テ以

テ見 レバ、結核動物 ハ正常動物 二比 シ其Vita-

minC需 要 高 久 從 ツテ同一普通需要量 ノ,Vita-

minCテ 補 給 スル事 一ヨ リテハVitaminC鋏

乏 歌態 二陥 ル モ ノ ト考 ヘザ ルベ カ ラズ。

嚢 二㈹ 余等 ハ結核肺 ノVitaminC量 二就 テ研

究 シ、結核家 兎肺 ノVitaminC量 ハ著 シク上

昇 スル ー、結核海狽 ニア リテハ寧 ロ著 シク下降

スル テ認 メタル モ、其意義 テ閑 明 スルニ至 ラザ

リ キ 。
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圃 闘最近 二於 ケル諸多 ノ成績 ラ観 ル貞、家 兎 ガ

其禮 内 二於 テVitaminCラ 合 成 スル機能 テ有

スル事 ハ間違 ナe.漏 二VitaminC映 乏 食飼

養 テ長時 日持績 スルモ壊血病 二罹患 スル コ トナ

久 海猿 ハ之 ノ合成機能 テ快 クガ故 二容易 二壊

血病 二陥 入ル ト謂 ヘ リ。寮 兎ガ海瞑 二比 シテ結

核菌 二封 シ抵抗強 キハ衆知 ノ事實 一 シテ、結核

菌 二封 スル抵抗強 キ家 兎 ノ肺臓 二於 テVitamin

C含 有 量異常 二上昇 シ、抵抗弱 キ海猿 一 アリテ

異常 二減少 スル事實 ヨリ考 フルモ、結核 トVi-

taminCト ノ間 二密接 ナル關係 ノ存 スベ キテ思

ハ シムル モ ノアリ。

人艦 ハVitaminC二 關 シテ海狽 二比較的近 キ

關係 ニア リ、 容易 二壊 血病 二罹患 シ、他面容 易

二結核 二罹患 ス。

㈹Wolff ,EekelenundEmmerieハ 肺 結核患

者肝臓 ノVitaminC量 ハ著 シク低値 ニ アリ、

正常人 ノ1/1。量 二過 ギザル テ報告 シ、余等 モ亦

磯脊髄液VitaminC量 ノ研究 二當 リ重症肺結

核患者 二於 テ比較的減 少 セル ラ見、殊 二喉 頭結

核、結核性磯膜 炎 テ併嚢 セルモ ノニ アリテハ著

シク減 少 セルテ験 知 シタ リ。 偶 々學 友㈹辻本氏

ハ肺結核患者 ノ血液 ノVitaminC量 ハ健常者

二比 シ著 シク城少 セルテ唱 シ
、 最近 爾H.Sc。

hrUderハAscorbinSdureテ 脛 ロ的 二投與 シ、

尿 中 二排泄 サル ・VitaminC量 ニ ヨリテ其固

艦 ノVitaminC消 費量 ラ推知 セン ト企 テ試瞼

セ シー、各様疾病 中肺結核患者 ニ アリテモ著 シ

ク高 キVitaminC需 要 量 テ 示 ス事 ラ提唱 セ

リの

以.ヒ ノ諸成績 テ待 チテ、肺結核患者 ガVitamin

C映 乏 状態 ・一アリ ト考 フル モ恐 ラクハ間違 ナカ

ランモ、未 グ確實 ノ域 二達 セズ。Wolff等 ノ成

績 ハ唯1例 ノ屍盟解剖成績 二止 リ、辻本氏 ノ成

績 ト難 モ未 グ其測定法 二於 テ論 ナキテ得 ズ。

Schr6derノ 成 績 ノ如 キハ、㈲腸 管 内 ノ分解及

吸牧 テ充分考慮 スベ キモ ノナ ラン。余等 ノ謄 脊

髄腋VitaminC量 ノ如 キ亦 食餌 的影響 一 ヨリ

テ比較的容 易二i愛動 スル事無 シ トセズ。

余 ハ食餌的影響 テ充分考 慮 シ、静脈 内注射 テ行

ヒテ術 且、結核海瞑各臓器 ガVitaminC固 定

能 力 ラ異 一スル テ確謹 セ リ.故 二本成績 二基 キ

結核動物 ハ正常動物 二比 シテ ヨリ高 キVitamin

Cテ 要 ス ト結論 スル テ得 べ 久 從 ツテ結核 ハ

VitaminC訣 乏 状態 テ招來 ス ト論 ジ得 ・cシ。

第六章 結 論

正常海狽臓器 ノIndophenol還 元 能力 ハVita-

minC注 射 ニ ヨリ、直 チニ上昇 シ、注射後1時

間 ニ シテ正常値 二復 ス。

結核 海猿臓器 ハVitaminCテ 固 定 スル能 力正

常動物 二比 シ弱 ク、 且一度 固定 セ ラレタルVi-

taminCハ 臓 器 ヨ リ離 ル ・事困難 ナ リ。

結核 海狽 二於 ケル検査成績 ラL.De.Caroノ

實験 的壊血病罹 患海狽 二於 ケル結果 ト比較考察

スルニ甚 ダ相接 スルモ ノアリ。故 二結核 ハVi-

taminC訣 乏 状態 テ招來 スルモ ノト考 ヘ ラル。

欄 筆 二臨 ミ、御 指導御校 閲 テ賜 リシ、恩師今村

教授 及西垣博 士、拉 二御校閲 テ賜 リシ、恩師 古

武所 長 二深謝 ス.
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